東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成30年1月2日(火)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	高橋
	西村
	天間
	澁谷
	畑中
	松村
	上野
	織田
	松舘
	成田
	内城

	　休
	深
	　準
	休
	〇
	休
	〇
	〇
	休
	　〇
	準

	下野
	藤田
	工藤
	加藤
	水野
	西山
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村

	育休
	休
	休
	深
	〇
	　休
	休
	〇
	〇
	休
	準

	吉田
	佐々木（孝）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　深
	休
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・受診オーダーの処理について
電子カルテの受診オーダーに過去の未実施オーダーが多く残っています。誰が指示受けしたのかを明確にし、取り急ぎ実施処理をおこなってください。

※条件設定で各病棟を選択し、12/1～12/31の日付で検索をかければ抽出できます。

12月以前のものもありますが、過去のものは診療点数に変えることは不可能です。

・東Ａユニットガラス戸破損しています。本日は藤原ＪＧＭ指示にて見守り強化や残業にて対応しています。明日以降に関しては病床管理者や病棟管理者に指示を仰ぐようにとのこと。患者様が離院や怪我等しないよう各自見守りしてください。

＜患者様連絡事項＞
・澤田　キエ様～発熱続いていること、むせ込みあり食事摂取難しいこと報告。深澤Ｄｒ
より1/2～1/4まで点滴1本ずつ追加（計3本キープ）、本日朝から内服
中止、食事は継続だが無理させないようにとの指示。1/2検尿、1/4採血
の指示あり。
本日夕よりハーフ食、粥、キザミ、全トロミ、エプリッチに変更となる。
・橋本　拓実様～他患者様を引っかいたり、かじったりすることあり。深澤Ｄｒ報告し、
ミトン着用可の指示となっている。
・下村　慶子様～咽頭痛、嗄声あり、今朝体温37.4℃。深澤Ｄｒ報告し、本日昼から小青竜湯3P 3×ndEで3日分処方となる。また、高熱となるようならインフルエンザテスト施行するように指示あり。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～時間隔離中。排便に執着した発言聞かれている。自身の要求が通るまで訴え頻回に聞かれている。早期に処遇が改善できるように介入していく。
＜要注目患者様＞

・立花　圭様～10:30より母様が面会に来ない事に対してイライラ感訴え、促しにて頓服薬
服用している。以降も落ち着きのなさ続いている。11:30東Ａユニットのガ
ラス戸を蹴って割ることあり。深澤Ｄｒ報告し、ジプレキサ筋注指示あり、
11:50施行している。筋注施行後は自室内で臥床したり、ホール内ウロウロ
して過ごしたりしているが、不調の訴えは無い。
・和田　みよ子様～帰宅要求あり、ドアが開いた際にＢユニットへ出ていこうとすることあり。介入にも抵抗強く、スタッフ3名にて対応している。昼食後より落ち着き、ドア前に立つ事はあるが出て行こうとすることは無い。
・若松　千代司様～血圧160/70～80台で経過。他バイタルサイン異常無し。マスク外しや点滴弄りもない。痰鳴あり、都度吸引施行している。
・田嶋　兼雄様～声掛けにて覚醒するが、日中傾眠傾向。バイタルサイン異常無し。深夜
帯にて点滴自己抜去あり刺し替え行っている。以降点滴トラブル無く経
過。

・澤田　キエ様～体温38.2～37.9℃で経過。クーリングにて対応している。食事はむせ込
みあり摂取出来ずにいる。今朝まで耳漏あったが、本日日中は耳漏なく
経過。
